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 今年も残すところあと僅かになりました。校庭の木々は、色付いた葉が落ち、ちょっぴり寂しげ

になり、鳴滝の山々もすっかり真冬の様相に変わりました。そして、朝夕は気温が１０度を割る日

が多く、厳寒の季節になりました。しかし、そのべの子どもたちはとっても元気いっぱい。振り返

れば、秋は新型インフルエンザが流行し、小学部、中学部ともに学部閉鎖を余儀なくさせられまし

たが、その後は、罹患する子どもはほとんどなく、元気いっぱい学校生活を送り、無事に、２学期

の終業式を送ることができました。２学期は学校行事の多い学期であ

り、運動会を皮切りに、遠足、修学旅行、校外学習（社会見学）、交

流及び共同学習、マラソン大会など、とっても楽しい取組が続きまし

た。学校行事が多くなると、日頃の学習活動と異なり、予定の変更や

特設の学習なども入り、子どもたちには見

とおしがもちにくい活動も多くなります。

しかし、４月からの学校生活をとおして、

担任の先生やクラスのなかまと培った「力」（コミュニケーションの力や

環境の変化に対応する力等）により、ひとつひとつ、着実に対応できる

ようになりました。そのべの子どもたち５８人のそれぞれのたくましく

なった「力」の証であると深く感じています。これも、保護者の皆様方や地域で支えていただいた

関係者の皆様方のおかげであると、深く感謝しております。 

さて、学校近隣の皆様方には文書にてご案内いたしましたが、過日、本校校内に緊急地震速報受

信端末（ホームサイモス）を導入設置いたしました。 

 本機械は、気象庁からの緊急地震速報アナウンスと内蔵地震計でのＰ波探知の２つの機能により、

震度３、５以上の地震発生時の情報を取得し、スピーカーから拡声にてアナウンスするものです。

 つきましては、皆様にご案内の上、過日、音声アナウンスの試験を行いました。試験の結果につ

きましては、音量等の調整を行った結果、それ程大きな音声ではありませんが、学校近隣のお宅に

アナウンスが届き、近隣の皆様方にも、お役に立てることが可能であると考えています。 

今後も、地震等、緊急時におきましては、近隣の皆様方のお役に立てるよう、取り組んでまいり

ますので、どうぞよろしくお願いします。 

加えて、平成２２年１月２６日（火）午後１３時頃に、本校児童生徒、職員を対象に、地震避難

訓練及び防災学習を計画しております。追って、ご案内いたしますが、「地震です！」等の大きな

音声が流れますので、ご了知願いますよう、よろしくお願い申し上げます。もし、ご不明な点がご

ざいましたら、学校までご一報ください。 

 

 

 

 

 

２学期終業式 今年の学習も終了！ 

 

１月の予定 

 １８日（月）学習発表会（ＡＭ舞台発表会） 

１９日（火）～２２日（金）後期学校見学会 

 ２６日（火）ＰＭ 地震避難訓練・防災学習 

２８日（木）ＰＭ 第２回地域特別支援教育等研究協議会 

２９日（金）ＡＭ 学校評議委員会 

３０日（土）いきいき交流教室ボウリング大会 


